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要 旨 【背景と経緯】近年，大学・専門学校を含む看護師等学校養成所の入学生は少子化な
どの影響で年々減少傾向にある．その中において「大学」は増加しているが，それま

で主流であった「 3 年課程の専門学校（以下専門学校）」は減少し続け，令和 4 年度についに逆
転した．国立病院機構は附属看護学校において質の高い看護師を育成し看護師確保を行うという
仕組みを確立してきたが，受験者数の減少などから附属看護学校は閉校が続いている．国立病院
機構鹿児島医療センター（当院）の附属看護学校の受験者数も年々減少傾向がみられ，このまま
では質の高い学生確保ができなくなることが懸念されていた．鹿児島県の看護師養成所は，大学
2 校，専門学校等26校と専門学校等が全体の約90％以上を占めている．そのため鹿児島県では県
外の大学を受験し，そのまま就職するという人材流出が問題となっていた．このような状況のも
と，当院は看護教育の質の向上と看護師確保を目的として，附属看護学校を閉校し大学誘致を行
うことを選択した．【課題と対策】当院の看護師確保は附属看護学校が担っていたため，喫緊の
課題は看護師確保対策である．先行研究によれば，実習病院での実習指導などによって得られた
病院への好印象が就職先選択の一要因になることが報告されている．その一方で，医療系学生が
受けた実習中の不当待遇（medical student abuse）は看護学科がトップであり，その対応の中
にはハラスメントに該当する内容も含まれている．これまでは母体病院と附属看護学校という共
同体としての信頼関係があったが閉校後は希薄になる．実習指導者が実習生の成長を願い実施し
た熱意ある指導が単なるハラスメントと受け取られるリスクも発生する．そのため看護師確保対
策として，実習生にとってよい環境になるように整備することが重要となる．具体的には実習生
の人権を尊重した指導を組織コンプライアンスとして意思決定することと，高い教育スキルを
持った実習指導者の育成である．
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